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受賞コメント

工事写真等

推薦理由

工事の概要

工事名

受注者名

工事場所 請負代金額

工期 成績評定点

完成年月日 推薦公所

主任（監理）技術者 総括監督員

工事内容
主任監督員

監督員

この度、栄誉ある青森県県土整備部優良工事表彰を賜り、誠にありが
とうございます。この度の受賞にあたり、ご指導頂いた監督職員の皆様
方、ご協力頂いた関係者の皆様に心より感謝と御礼申し上げます。
本工事は、斜面崩壊対策工事として施工に携わりましたが、現場にお

いて崩落土が確認され、その処置について、二次災害を考慮し、安全性
を踏まえた新工法（SCM工法）を活用して対処し、工事完了した事をご
評価頂き、大変うれしく思います。
今後とも受賞を励みに、より一層工事に係わる施工管理、安全管理、

品質管理の向上に努め地域社会に貢献して参りたいと思いますので、今
後とも変わらぬご指導、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。 代表取締役社⾧

工藤 一也
主任技術者
小山内 龍治

川部区域急傾斜地崩壊対策工事

青森市大字野沢地内

小山内 龍治

株式会社澤田建設

令和6年3月5日～令和6年12月20日

令和6年12月10日

法枠工 A=1,252㎡
雪崩予防杭工 N=160基
待受式擁壁工 L=7.7m

83点

87,208,000円

笠井 太志

竹谷 俊

青森県東青県土整備事務所

佐々木 大輔

本工事は、青森市大字野沢地内の人家及び避難路を守る為に実施した斜面高30ｍ～45mの⾧大斜面における急傾
斜地崩壊対策工事である。
工事着手前に崩落土が斜面高さ10m以上で確認され、ロングバックホウでの掘削が届かないことが判明したこと

から、セーフティークライマー工法を採用し、高所無人掘削機(ケンファイター)により施工を行った。
急斜面での重機使用における滑落及び落下事故を防止し、人力作業による危険作業を極力軽減する事に努め、労

働災害を発生させることなく工事を完成させた。
以上、「工事に関し新技術や新工法の活用、省力化等の創意工夫に努め、生産性向上に特に顕著な成果をあげた

もの」に該当することから、青森県県土整備部⾧優良工事に推薦するものである。
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